
はじめに 

本紙は“地域体制強化共同支援加算記録”のサンプルです。本紙に登場する個人および団体、事例の内容は全てフィク

ションであり、特定の個人および団体を示唆するものではありません。 

   

地域体制強化共同支援 記録 
計画相談支援事業所名 相談支援事業所こくぶんじ 

提出者 恋ヶ窪 さぶろう 

開催日時 令和 5 年 11 月 7 日（火） 15 時 30 分～16 時 30 分 場所 障害者センター相談室 

参加者 

所属（事業所名・機関名） 職種(例：Dr./MSW/ｹｱﾏﾈ) 氏名（※敬称略） 

①  本人  国分寺たろう 

②  家族（弟）  国分寺じろう 

③  地域包括支援センター 相談員 東京 はなこ 

④  にこにこ訪問介護 ケアマネージャー 西国分寺 さくら 

⑤  相談支援事業所こくぶんじ 相談支援専門員 恋ヶ窪 さぶろう 

会議の目的 介護保険移行にあたり地域で自立した生活を継続するための情報共有と支援の連携 

地域で共有したい

ことに☑を入れる

☑個別課題の解決 □地域課題・ニーズの把握 ☑横断的な連絡調整 □地域づくり・資源開発

□地域生活支援拠点の運営への提案 □その他（          ）

障害種別 □身体（ 肢体 ・ 視覚 ・ 聴覚 ）  ☑知的 □精神（統合失調症）  □難病

ふりがな  支援区分 なし・ １ ・ ２ ・ ○3 ・ ４ ・ ５ ・ ６ 

利用者氏名  例）国分寺 たろう 様  （64 歳） 
性  別  ☑男性 □女性

生年月日 明治元年 1 月 1 日 

支援の経過 （申請者の基本情報から転載） 

現  状 

・居宅介護と就労継続支援 B 型を利用している。 

・半年後に 65 歳となり、介護保険に移行する。 

・65 歳以降も就労継続支援 B 型の利用を希望している。 

支援上の課題 

・介護保険調整に伴い居宅サービスの支給量が減る。 

・相談支援専門員からケアマネージャーに引継ぐが、障害福祉サービスについてケアマネージャーに理

解不足の部分がある。 

協議した内容 
※課題への対応

策（協議会への

提案含む）等に

ついて 

・介護保険調整に伴う生活リズムの変化、受けられる支援について、本人に説明する内容及び支援の方

向性について確認した。 

・スムーズな介護保険調整の実現を目指し、関係機関の支援体制について構築した。 

・介護保険調整に伴い生じる課題やリスクについて検討、宅配サービスなどの社会資源を活用すること

を話し合った。 

・就労継続支援 B 型の利用状況、今後の見通しについて共有した。 

 

 

 

 

 

 

【事務局記載欄】                                     記入日：令和 年 月 日 

地 域 課 題  

地域生活支援拠点等に必要な機能  

国分寺市障害者地域自立支援協議会への報告  

 


